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糎　②
諒恕鯛

滝行する子どもの横に立ち、「南無大師遍照金剛」
と唱える牟田良康さん（石）

「
纂
ガ
監
峨
寵
、

南
無
大
師
遍
照
金
剛
、
南
無
大

師
遍
照
金
剛
。
え
ー
い
ッ
」
。

流
れ
落
ち
る
海
の
真
ん
中
で
、

手
を
合
わ
せ
て
立
つ
子
ど
も
。

そ
の
傍
ら
で
牟
田
良
康
さ
ん

（
挙
は
一
緒
に
水
を
浴
び
な
が

ら
、
腹
か
ら
声
を
響
か
せ
た
。

夏
と
は
い
え
打
ち
付
け
る
水
は

冷
た
く
、
す
ぐ
に
体
が
こ
わ
ば

る
。
3
6
人
の
子
ど
も
全
員
が
体

験
し
終
え
る
ま
で
約
3
0
分
間
、

滝
を
離
れ
な
か
っ
た
牟
田
さ

煩
．
麿
息
恩
骨
に
‥
照
㈲
㈲
㈲
「
主

野
山
で
の
修
行
を
へ
て
寺
に
戻

り
、
僧
と
し
て
歩
み
だ
し
た
こ

ろ
だ
っ
た
。
以
前
は
、
水
資
源

開
発
公
団
（
現
・
水
資
源
機
構
）

で
働
き
、
ダ
ム
の
設
計
な
ど
に

当
た
っ
て
い
た
。
長
男
の
雅
親

さ
ん
は
父
親
が
倒
れ
た
の
を
機

か
け
に
な
れ
ば
」
。
か
す
か
に

震
え
な
が
ら
、
水
が
滴
る
顔
を

ぬ
ぐ
っ
た
。

7
月
末
、
篠
栗
町
・
山
手
地

区
の
三
角
等
を
拠
点
に
、
小
中

学
生
が
⊥
泊
2
日
の
日
程
で
参

加
し
た
「
寺
子
芦
。
2
0
回
目

と
、
同
公
団
を
退
職
し
た
。

寺
へ
帰
っ
て
き
た
白
分
に
課

し
た
の
は
月
⊥
回
の
へ
ん
ろ
。

す
ぐ
に
、
へ
ん
ろ
道
の
雑
草
の

多
さ
に
気
付
い
た
。
数
多
く
の

お
へ
ん
ろ
さ
ん
た
ち
が
踏
み
固

め
て
き
た
道
の
荒
廃
。
車
社
会

と
な
っ
た
今
年
、
博
行
の
ほ
か
、

某
日
杢
＜
震
災
被
災
地
へ
送
る

千
羽
鶴
作
り
や
、
夜
は
花
火
な

ど
が
あ
っ
た
。
催
し
た
の
は
、

篠
栗
八
十
八
カ
所
霊
場
の
2
0
～

4
0
代
の
僧
侶
ら
9
人
で
つ
く
る

「
法
音
声
。
牢
田
さ
ん
は
現

会
長
で
、
3
9
番
札
所
・
延
命
寺

の
跡
取
り
だ
。

●

　

　

●

法
青
会
は
四
半
世
紀
ほ
ど
前

の
⊥
9
8
8
年
、
若
手
僧
の
集

う
場
と
し
て
発
足
し
た
。
初
代

会
長
は
牟
田
さ
ん
の
義
父
で
同

寺
の
住
職
、
牢
田
雅
親
さ
ん

（
6
4
）
。
当
時
、
雅
親
さ
ん
は
高

P
R
に
も
励
む
若
手
僧

の
到
来
で
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で

の
参
拝
が
普
通
に
な
っ
て
い

た。
ュ
9
9
0
年
代
に
入
る
と
、

他
の
お
へ
ん
ろ
さ
ん
と
出
会
う

回
数
が
め
っ
き
り
減
っ
た
。
時

代
は
「
昭
和
」
か
ら
「
平
率

に
移
っ
て
い
た
。
「
地
域
の
連

帯
が
薄
れ
、
仏
様
に
手
を
合
わ

す
ほ
ど
の
心
配
事
も
な
い
の
だ

ろ
う
⊥
。
雅
親
さ
ん
は
考
え

る。

●

　

　

●

現
在
、
へ
ん
ろ
道
の
手
入
れ

と
と
も
に
、
盛
場
の
P
R
は
法

青
会
の
重
要
な
役
割
。
子
ど
も

対
象
の
「
寺
子
屋
」
の
ほ
か
、

弘
法
大
師
（
空
海
）
の
功
徳
や

修
業
の
日
々
を
描
い
た
演
劇
に

も
取
り
組
む
。
個
々
の
会
員
も
、

福
岡
市
内
の
百
貨
店
に
出
向
き

魅
力
を
紹
介
す
る
な
ど
、
霊
場

を
知
っ
て
も
ら
う
機
会
づ
く
り

に
努
め
る
。
会
長
の
牟
田
さ
ん

は
義
父
の
月
⊥
回
の
へ
ん
ろ
を

引
き
継
ぎ
、
一
般
参
加
者
を
伴

っ
て
歩
い
て
い
る
。
既
に
約
4
0

巡
し
た
。

妻
の
実
家
が
延
命
寺
だ
っ
た

と
い
う
禄
で
、
会
社
員
を
静
め

て
仏
門
に
入
っ
た
牟
田
さ
ん
。

霊
場
の
未
来
、
祈
る
こ
と
の
未

来
を
、
歩
き
な
が
ら
考
え
る
つ

も
り
だ
。
義
父
の
雅
親
さ
ん
は

見
守
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
。
「
将

来
の
霊
場
を
担
う
白
覚
を
持
っ

て
、
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
頗

い
な
が
ら
。◇

へ

　

◇

連
載
「
ヒ
ー
リ
ン
グ
タ
ウ
ン

さ
さ
く
り
」
は
今
回
か
ら
「
お

へ
ん
ろ
道
編
」
を
始
め
ま
す
。

語

江
戸
時
代
末
期
の
⊥
8
3
5
年
、
本
四
国
八
十
八

カ
所
の
巡
拝
を
終
え
、
篠
栗
に
立
ち
寄
っ
た
尼
僧
慈

忍
が
、
弘
法
大
師
（
空
海
）
ゆ
か
り
の
地
と
伝
え
ら

れ
る
篠
栗
に
、
八
十
八
カ
所
霊
場
の
創
設
を
発
願
し

た
こ
と
が
始
ま
り
と
さ
れ
る
。
藩
忍
の
死
後
、
藤
木

藤
助
が
8
8
の
仏
像
を
各
所
に
安
置
し
て
祭
っ
た
。
⊥

8
9
9
（
明
治
詑
）
年
、
高
野
山
（
和
歌
山
県
）
に

あ
っ
た
南
蔵
院
を
霊
場
の
絵
本
寺
と
し
て
迎
え
、
大

正
、
昭
和
に
か
け
参
拝
者
が
増
加
。
小
豆
島
（
香
川

県
）
、
知
多
（
愛
知
県
）
と
並
び
、
「
日
本
三
大
新

四
国
霊
場
」
と
称
さ
れ
る
。
篠
栗
八
十
八
カ
所
は
、

約
4
分
の
工
が
住
職
が
管
理
す
る
寺
院
で
、
他
は
地

元
の
守
聾
者
が
管
理
す
る
札
所
。


